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くまもと エデュケーション ウィーク 
Kumamoto Education Week 2021-22終了！ 

 

熊本市教育委員会は熊本朝日放送の協力を得て２０２２年１月２２日〜３０日に２回目

となる Kumamoto Education Weekを行いました。初日のオープニングトークでは、東京

パラリンピック競泳で３つのメダルを獲得した富田宇宙さんに基調講演をいただきました。 

「夢に向かって」というテーマでプレゼンを交えての講演とともに、西原中・鹿南中・北部中

の生徒と交流をしていただきました。富田さんからは 

「単なる職業ではなく「どんな自分になりたいか」など、 

生き方、目的にまで踏み込んで考え「本当の夢」を探し 

て欲しいとの熱いメッセージをいただきました。 

 

富田宇宙さん講演会アーカイブ動画視聴はこちら▶︎▶︎ 
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Kumamoto Education Week 2021-22 

アーカイブ（記録）動画のご案内 

 

 

冒頭でご紹介したオープニングトークを含め、今年度「みんなの夢が未来を創る」というテ

ーマで開催した、子どもから大人まで楽しく学ぶことができる４０本のイベントや講座全て

のアーカイブ動画を特設サイト（ｱﾄﾞﾚｽ： https://kumamoto-ew.jp/）でご視聴いただけます。 

 

子どもに関わる全ての方と一緒に考えていきたいテーマのコンテンツが目白押しです！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回、全国的に活躍されている著名な方々にも多数 

ご協力いただいています。最終日のクロージングセッ

ションでは、ジャーナリストの池上彰さんやショパン

国際ピアノ・コンクール 第２位の反田恭平さんから

もメッセージをいただくなど、熊本市の取組に多くの

方から関心を寄せていただきました。 

 

池上彰さんからは「世の中残念ながら、 

その夢がその通りに実現するとは限らな

い。でも、その夢をずっと持ち続けている

と、ふと気がつくと子どものころの夢が、

ちょっと違う形で実現したんだなっていう風

に思うことがある。ぜひ、それを大切にして

欲しいなって思います。」と、温かいメッセー 

ジをいただきました。メッセージの全容、反田さんからの言葉もどうぞご視聴ください。 

 

 

 

より多くの皆さんにご視聴いただき、「一人一人の豊かな人生」と「よりよい社会」の実現 

に向け、一緒に考えていくきっかけにしていただけたらと思います。 

＜問い合わせ先＞教育センター ℡359-3200 

是非、ご欄ください！ 

“キャリア教育”“不登校支援”“カラフルな学校” 

“校則改正の取組”“#教師のバトン”“PTA活動” 

“SDGs”“公民館”“教育 ICT”“情報モラル教育”

“幼稚園教育”“海外の教育” などなど 

「クロージングセッション」 
◀︎◀︎アーカイブ動画視聴はこちら 

著名な方々の出演も！ 

共に、考えていきましょう 
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10年後の学校はどうあってほしいですか？ 

平成 29年 4月に教育長に就任され、今回で３期目と
なられましたが、今後取り組みたいことは何ですか？ 

現在当教育委員会では「教育エコシステム」という

考え方を提唱しています。これは、学校、家庭、地

域、企業、大学、ＮＰＯなど様々な人達が協力し、

子どもを社会全体で育てようというものです。一

方、 方、これまでは児童生徒が学校に来なければ、先生は子どもたちとつながることができま

せんでしたが、今は児童生徒に１人１台のタブレットがあるので、家から授業に参加した

り、学習支援を受けたりすることができます。例えば、児童生徒が学校外の地域等で学習

したとしても、その状況を先生が把握することもできます。１０年後の学校では、地域全

体のみならず、世界全体が子どもたちの学習の場となり、子どもたち自身が勉強する場や

方法を選び、個々に合った学び方できるようになっているといいなと思います。 

熊本での居住歴が約 7年になられますが、熊本でお気に入りの場所はありますか。 

 

 

 

 

熊本市内では、霊巌洞が好きです。県外に住む友人を連れていくなど、何度も訪れて

います。宮本武蔵が「五輪書」を書いたとされる岩穴に向かう細道には様々な表情の

羅漢像がずらりと並び、神秘的で非日常的な世界を感じることのできる場所です。 

現在、新型コロナウイルス感染症の影響により、皆さん大変な状況にあり、不安を抱

えている方も多いと思います。教育委員会でもオンラインで授業を実施するなど、学

習が続けられるように精一杯努力をしているところです。今は力を蓄える期間、きっ

と明るい未来があると思って是非一緒に乗り越えましょう。また、今後も予測できな

い出来事が起きる可能性はあり、子どもたちには、将来そのようなことに直面しても、

力強く、そして柔軟に生きていける力を育てていってほしいと思います。 

これまで働き方改革や授業改善、ＩＣＴ整備など

様々なことに取り組んできました。このようなソ

フト面だけではなく、今後は施設などのハード面

や人員等の充実が必要だと思っています。本市に

は老朽化している学校が多くあります。既に学校

施設の長寿命化に取り組んでいるところですが、

トイレの洋式化も進めていきたいです。また人手

も足りていないところがあり、国が進めている小

学校全学年における「３５人学級化」に歩調を合

わせるなどして教職員の人員の充実を図っていき

たいと考えています。 

    教育環境の充実強化を ～遠藤教育長インタビュー～ 
昨年の１２月市議会で再任が決定され、３期目となった遠藤教育長。 

今後の抱負などを聞きました。 

                 

                 

 

 

 

 

 

                 

 

 

 

 

 

 

 

 

                

 

 

 

 

 

 

遠藤
えんどう

 洋路
ひろみち

 教育長 
1974年生まれ。埼玉県出身。

東京大学法学部卒。文部省入

省後、ハーバード大行政大学

院修了(修士)。文化庁文化財

部伝統文化課課長補佐、熊本

県教育委員会社会教育課長等

を歴任後、青山社中株式会社

を起業。平成２９年４月に熊

本市教育長に就任。 

最後に子どもたち、保護者へのメッセージをお願いします。 
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   「優秀教職員表彰」受賞者１０人決定！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育委員会では学校教育において、次世代を担うリーダーにふさわしい積極的な取組を 

行い、顕著な成果を挙げた教職員を毎年１０人程度、熊本市教育委員会優秀教職員として 

表彰しています。今年度は、学習指導や生徒指導、特別活動、学校事務などそれぞれの分野

において、本市教育の推進に大きく貢献した１０人の教職員が受賞されました。 

昨年１１月１７日に行われた表彰式では、遠藤教育長から受賞者一人一人に表彰状と副賞

が授与されました。受賞された教職員は以下のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※後列左から 

山ノ内小学校 上田 真也 教諭   

白川中学校  東  智隆 教諭   

錦ケ丘中学校 作本 亜子 教諭   

西原中学校  城下 宗一朗 教諭  

富合中学校  山口 順司 教諭   

※前列左から 

白川小学校  宮原 大輔 教諭  

黒髪小学校  井伊 大輔 教諭 

城西小学校  寺本 裕子 教諭  

白坪小学校  山本 誠也 事務主任 

白山小学校  村上 陽明 教諭 
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●しっかり話を聞いてもらい、解決の方向性がみえてきまし

た。また関係機関の紹介もしてもらいました。 

●わが子の学校生活についての心配がありましたが、話を聞い

てもらい、安心して学校に相談できるようになりました。 

    学校教育コンシェルジュのご紹介 

 

 

 

学校教育に関するあらゆる相談に応じる、専門スタッフのことです。 

悩みや不安を丁寧に聞かせていただき、必要に応じて関係機関等のご紹介もいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校教育コンシェルジュとは？ 

学校のこと

先生のこと

子育て

家庭環境

いじめ

友人関係

不登校

登校しぶり

こんな悩みは 

ありませんか？ 

学校には 

直接相談 

しにくいなぁ 
どこに相談

したらいい

かしら？ 

こんな時は学校教育コンシェルジュにご相談ください！ 

まずは、電話か電子メールでご相談ください。 

熊本市こどもセンター「あいぱるくまもと」２階 教育相談室内 

住所：熊本市中央区大江５丁目１－５０ 

電話：０９６－３６２－７１７１ 

メールアドレス：7171con@city.kumamoto.kumamoto.jp 

受付時間：月～金曜日（祝日、年末年始を除く）午前 10時～午後 6時 

 

保護者の声 
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学校施設における照明のＬＥＤ化を進めています 

熊本市では、市有施設の省エネルギー化や水銀フリー社会の実現を目的として、蛍光灯や

水銀灯などのＬＥＤ化に取り組んでいます。 

 令和２年度から学校施設と消防施設のＬＥＤ化を進めており、現在、ほぼ全ての施設でＬ

ＥＤ化が終了しました。照明のＬＥＤ化は照明分の電力使用量において約６割の省エネにつ

ながり、温室効果ガスの削減だけでなく、電気料金の削減にも大きく寄与します。 

先生方や子どもたちからは「教室が明るくなった！」との喜びの声が届いており、この事

業を通じて子どもたちに省エネの大切さを伝えていきたいと考えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＬＥＤ化された教室 

ス 

物語定期便が新しくなりました 

 

「物語定期便」とは、図書館に来館しなくても物語図書等が読めるよう、 

30種類の本・各 4冊（合計 120冊）を 1セットとして、グループ内の小 

中学校で 4週間ごとに違うセットを巡回させる熊本市独自の取組です。 

 

今回、新型コロナウイルス感染症拡大防止及び児童・生徒の 

読書意欲を喚起するため、１０年ぶりに物語定期便の本を一新

しました！小中学校の司書の先生方に選書して頂き、幅広い内

容の本が揃っています。楽しい物語だけでなく、手に取り    

やすい表紙になった太宰治の名作や、最新の SDGsに関わる本 

             など読みやすく、学習に役立つ本も多数あります。 

 

昨年１２月に、すべての学校に新しい物語定期便のお届けが完了し、 

いよいよ２月から各学校への巡回が始まっています。 

児童・生徒の皆さん、ぜひ利用してみてください！          

 

照明のＬＥＤ化による効果 
【市立学校（142 施設）の合計値】 

 

温室効果ガスの削減量 

年間約 3,000ｔ‒CO₂（見込み） 
（杉の木約２１万本が1年間に吸収するCO2量に相当） 

 

電気料金の削減額 

年間約 1億４千万円（見込み） 

物語定期便として 
学校に届いた本 

＜問い合わせ先＞温暖化・エネルギー対策室 ℡328-2355 

＜問い合わせ先＞熊本市立図書館 ℡363-4522 
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地球・リュウグウ・そして新たな旅路へ 

「はやぶさ２」帰還カプセル特別公開！ 

  

今回、宇宙航空研究開発機構（JAXA）のご協力により、価値の高いサンプルをもたらした

「はやぶさ2」の成功を象徴する帰還カプセルを多くの方にご覧いただく機会を設けました。

宇宙の謎を探求すること、科学や技術を追求すること、さらには、チームワークで挑戦する

ことの楽しみを実感していただけたら幸いです。 

期間中、プラネタリウムでは「はやぶさ２」のミッションを紹介する番組「HAYABUSA2 

REBORN」の投映を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

熊本博物館から２つのビッグニュースだべぇ。 

創立７０周年を祝って、おいらも大活躍するべぇ。 

 

 

「しゃちべえ」 

熊本博物館 マスコットキャラクター 

期間 令和 4年（2022年）2月 25日（金）～3月 1日（火） 

   ※令和 4年（2022年）2月 28日（月）は休館日 

時間 9：00～17：00 ※入場は 16：30まで 

会場 熊本博物館 2階 特別展示室 3 

料金 博物館入場料 

（一般 400円、大・高生 300円、中学生以下 200円） 

※幼児、市内小中学生は博物館入場料無料（名札、生徒手帳、 

スクールキッズパス・入館証いずれかを所持する方）。 

また、障がい者手帳または６５歳以上の熊本市民で証明書をお 

持ちの方は博物館入場料無料。 (C) 宇宙航空研究開発機構（JAXA） 

熊本博物館プラネタリウム新番組《HAYABUSA2 REBORN》 

小惑星リュウグウのカケラを持ち帰るため、再び広大な宇宙空間へ 

飛び立ったはやぶさ２。 3年半、32億キロの距離を進み続けた孤 

独な旅路の末、待ち受けていたのは、想定外のリュウグウの姿だっ 

た。あらゆる場所が岩で覆われ、タッチダウンに最適な、平らな場 

所が存在しなかったのだ。「君を“また”失ってしまうかもしれない」 

小惑星イトカワでの悪夢が去来する。はやぶさ２はどのように困難 

を乗り越え、数々のミッションを成功させていったのか。そして彼 

がリュウグウで見つけたものとは・・・ 

●期間 令和 4年（2022年）2月 12日（土）～4月 22日（金） 

●料金 一般 200円、大・高生 150円、中学生以下 100円     

※別途、博物館入場料が必要です。 

©HAYABUSA2～REBORN製作委員会 
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熊本博物館は７０歳を迎えました   
熊本博物館はこの 2月、創立 70周年の大きな節目を迎えました。これまでご来館いただい

た多くのお客様をはじめ、当館の運営に携わって来られた全ての関係各位に対し、心から御

礼を申し上げますとともに、引き続きご支援とご協力を賜りますようお願い申し上げます。 

 

 

≪熊本博物館の沿革≫ 

 

リニューアルオープン 

平成 30年（2018年）12月～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 30年 12月に展示内容をリニューアル

し、再オープンしました。 

 

新館（現本館）時代  

昭和 53年（1978年～） 

 
これまでの自然・人文系の展示に理工・プラ

ネタリウムを設置した総合博物館として、熊

本城三の丸地区に開館しました。 

熊本城時代 

昭和 27年（1952年）～昭和 35年（1960年） 

 

設立当時の博物館は、現在の天守閣前にあった旧

第六師団司令部跡を館舎としていました。 

勧業館（かんぎょうかん）時代 

昭和 36年（1961年）～昭和 53年（1978年） 

 

昭和 36年に現在の花畑広場にあった熊本市勧業

館（かんぎょうかん）の 2階と 3階を改造し、博

物館として利用しました。 

≪創立 70周年記念事業 開催予告≫ 

 ★熊本博物館創立 70周年・熊本県初の翼竜化石発見 30周年記念特別展示「世界の翼竜」（仮） 
予定会期：2022年 7月～9月 

 
★熊本博物館創立 70周年記念企画展「あつまれ！地域の宝もの」（仮） 
予定会期：2022年 10月～11月 

 

※新型コロナウイルス感染症の拡大状況等により、開催延期・中止の可能性があります。 

＜問い合わせ先＞熊本博物館 ℡324-3500 
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天草チーム 
探究：世界遺産崎津教会、 

大江教会、天草四郎 

ミュージアム、下田温泉 

楽しみ：クルージング、イルカ 

ウォッチング、伊勢海老、

天草大王、天草ちゃんぽん 

県南チーム 
探究：県南の日本遺産 

楽しみ：キジ馬や花手箱、 

球磨川下り 

阿蘇チーム 
探究：阿蘇山、水の恵み、 

火山の歴史 

楽しみ：赤牛丼、乗馬、阿蘇ミ

ルク牧場、草千里ヶ浜、

白川水源、パラグライダ

ー・熱気球体験 

 

日吉東小学校 ー観光教育のススメー 

 

日吉東小学校では、６年生が総合的な学習の時間に、「観光教育」に 

積極的に取り組んでいます。「観光教育」の先駆者である玉川大学・ 

寺本 潔（てらもと きよし）教授の指導の下、「熊本県内修学旅行の 

モデルプラン」の作成に挑戦しています。 

 

課題づくり 

今年度６年生は長崎県に修学旅行に行くことができました。 

しかし、新型コロナウイルスの流行が続く場合、今後の行先 

は熊本県内に限定される可能性があります。そこで、私たち 

が住む熊本県が多くの魅力的な観光資源に恵まれていること 

を知り、後輩たちのための県内修学旅行のプランを立てよう！ 

という課題を設定し、寺本先生の指導や助言を受けることになったのです。 

 

「推しの観光エリア」決定と 

「探究テーマ」と「お楽しみテーマ」づくり 

「修学旅行では、みんなの成長につながる学びと楽しみの両方が必要。」と寺本先生。そこ

で、まず「推しの観光エリア」を決定し、エリアごとに班に分かれ、行き先での「探究テー

マ」と「お楽しみテーマ」を考えました。熊本県観光パンフレットをじっくり読み込み、そ

こで探究してみたいこと、楽しみたいことを 6年 3組では以下のようにまとめていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

玉川大学教育学部 
寺本 潔 教授 

県北チーム 
探究：温泉、歴史公園鞠智城、 

菊地渓谷 

楽しみ：温泉街散策、菊池渓谷 

で水遊び、菊池アイス 
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自然、歴史、生活、文化、食べ物、祭り等 

 

乗り物 
アクセス等 

 

旅館やホテルのおもてなし 

住民やガイドのやさしさ等 

 

授業後のみんなの感想 

 

観光資源 

サービス 交 通 

   （続き）ー観光教育のススメー 

観光はみんなをつなげる平和へのパスポートだ！ 

寺本先生から、「観光教育は、これから 

観光業界で働きたい人だけの学習ではない」 

という、この学習の重要性の話がありました。 

観光は右図のように３つの要素で支えられ 

ており、これら３つのバランスによって魅力 

的な観光につながります。 

 観光地での観光客の行動も大きなつな 

がりをもたらします。例えば、たくさん 

の人が阿蘇の赤牛丼を食べ、酪農家の収 

入が増えると、赤牛が放牧されている阿蘇の広大な草原の保全へとつながります。 

また、国際連合は、観光は人々の相互理解を推進するなど世界平和の達成にも大きな役割

を果たすものであるとして、「観光は平和へのパスポート」というスローガンを定めている

ということです。 

 

 

私たちにすぐできることを 

今回学習したことを基に、「県内にはこんなに面白いところが 

            あるよ、今度連れて行って」と是非お家の方に頼んでください、

と寺本先生。それから、今後中学生、高校生になってからも、ま

だ行ったことのない県内の見どころに、いつか行きたいなと夢を

膨らませてほしいともお話がありました。 

 

 

 

 

 

 

 

これからの計画、見通し 

今後は、熊本市立総合ビジネス専門学校・観光サービスコースの学生のみなさんとオンライ

ンで意見交換し、より具体的にわくわくするような旅行プランへと仕上げる予定です。 

後輩だけではなく全小学校で利用してもらえることを目指すということです。 

 

観光を支える３つの要素 

熊本弁も魅力的な観光資源。 

ぜひ磨きをかけてくださいね！ 

●５年生のために観光プランを考えたい ●熊本には思った以上に観光地があった 

●熊本には学習になる自然や歴史がたくさんあることがわかった 

●観光とその土地の資源のつながりを学習することができた 

●観光の３つの要素を大切にしたいと思った ●熊本の良いところを SNSで発信していきたい 

●探究と楽しみをまとめて他にはないような観光案内を作りたい などなど 
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広げよう地域教育の輪 

特色ある地域教育の取組をリレー方式で発信し、子どもたちの多様な学びを支援します。 

今回は尾ノ上小学校ＰＴＡの取組について、山田 PTA会長からお話しを伺いました。 
 

 

 「尾ノ上校区の一番の自慢は結束力です。」と語

る山田会長。 

熊本地震の際、前震の翌日にはＰＴＡ役員や  

自治会などによる自主防災組織が立ち上がったと

のこと。この取組が日ごろからの地域交流の大切さ

を再認識するきっかけになったそうです。 

以後、同校区は震災翌年から５年連続で実働訓

練を行うなど、校区防災にも力を入れています。 

 

 

 

「校区に新年の訪れを告げるどんどやを、今年は１月１０日に

開催できました。」と、にこやかに語る山田会長。昨年は新型コ

ロナの影響で中止となりましたが、校区の発展や子どもたちの

健やかな成長を願い、例年多くの参加があるそうです。 

以前は自治会の主催だったそうですが、数年前『子どもた

ちがお世話になっている地域のために、ＰＴＡでどんどやをしよ

う！』と声が上がり、どんどや委員会を作られたそうです。以来、

同委員会を中心にＰＴＡが伝統を守り継いでおられます。 

 

 

 

「尾ノ上小ＰＴＡでは、保護者（Ｐ）と教職員（Ｔ）、そして 

地域（Ｃｏｍｍｕｎｉｔｙ）が連携して児童の健全育成を図る 

『ＰＴＣＡ』が重要と考えています」と山田会長。 

そして、その PTCAの考え方を最も表わす活動が「どん 

どや」であり、伝統を継ぎ、活動を続ける理由でもあります。 

地域の先輩方から保護者がやぐらの建て方などを学び、 

先生方も協力し、その大人たちの姿を見た子どもたちが「手伝いたい」と言って動き出す。どんどや

の会場で山田会長の想いが実現していきます。 

今回参加した児童からも「楽しかった！」という感想が数多く聞かれたそうです。このようなＰＴＡ行

事が新型コロナによって制限される中、「今年こそ子どもたちの笑った口元が見える年になるよう

に」と、山田会長は天高く燃えるやぐらに願いを込めました。   

 

山田会長（中央） 

～PTA活動にかける想い～ 

＜問い合わせ先＞青少年教育課 ℡328-2277 

～尾ノ上校区について～ 

～伝統を引き継いだ PTA～ 

熊本地震後、 
防災力向上を目的に始まった 

防災キャンプ 

やぐらに点火する 
６年生代表 
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